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〔学校部門 単学年〕                                                      ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-07211-012 
模擬一時的水域における微小生物の出現・遷移の観

察と再現可能性の検証 
大阪府立今宮工科高等学校 

 
所在地 大阪市西成区出城1-1-6 対象河川名 淀川水系 
対象学年 ３学年（10人）     主たる教科 課題研究 

河川教育の目標 

河川の一時的水域では、灌水すると藻類・原生動物・微小動物が発生し、この水域を産卵場とす

る魚類の初期飼料となる。この現象を学校の室内水槽や校庭に置いたタンクにおいて再現させ、

希少魚の初期飼料として利用することまで試みる。小さな人為水域でさえ多数の生物が相互に関

連しあいながら変遷する様子を観察することで、水環境での生物多様性を知り興味を深める。実

際の河川でのもっと複雑な関係を、自分たちが学ぶ工学的方法で解明する手法も考えさせる。 

育成したい資

質・能力 

顕微鏡の操作やピペットの使い方など、水の微小生物を扱う方法の習得。水槽やタンク内で多様な

微小生物が出現するか、出現に順番があるか、魚類が微小生物を初期飼料として利用するかなど

を、生徒たちが正確に観察する力をつけ、そこから多様性・遷移・食物網などの考え方を理解する。 
学習活動の内容と成果 

①担当者が事前に見学を行った河川・水路・水田生態系の様子を、担当者が撮影した画像やgoogle‐Earthを使って 

調べる。【成果】河川から水を引くため複雑な水路網が形成され整然と機能している技術に驚いていた。 

②実体顕微鏡の使用法・定量マイクロピペットを使った藻類培地の作成・マイクロピペットを使った微小動物の単離 

方法の習得。 【成果】工科高校の生徒は手先が器用な者が多く、これらの操作はすぐに習得した。 

③室内水槽や野外タンクに水田土壌と水を入れ、翌日から現れる生物を簡単に（植物プランクトン・原生動物・微小 

動物程度の分類）で観察する。【成果】室内水槽に比べ野外タンクの方がはるかに多く生物が出現した。使徒たちは、

この原因が太陽光の影響によると考察した。野外タンクでは原生動物→ホウネンエビ→ワムシ→ミジンコの順に出

現することを生徒たちが観察。担当者が、出現する種数や密度は、灌水初期の水田などより低いことを教える。 

④希少魚の卵が付着した水草を「微小動物が発生している野外タンク」と「直前に水だけを入れたタンク」に移動さ 

せ、その後の仔稚魚の生残率や成長について観察する。【成果】微小動物が発生しているタンクでは仔稚魚が微小動

物を食べていることを確認。微小動物が発生したタンクの方が仔稚魚の生残率が圧倒的に高いことを観察した。 

⑤現れる微小生物が（自然下に比べ）少ないため、濃縮生クロレラを購入しタンクに投入し、出現する生物を観察。 

【成果】クロレラを入れるとミジンコの密度とホウネンエビの体サイズは増したが、種数は変わらないことを観察。 

⑥野外タンク内の成長した幼魚を移動させ、タンクの水を放出し底泥を乾燥させ、再度注水する。【成果】最初の注水 

時に比べ、出現する生物は種数・密度とも低いことを観察。一回目と同じ種も現れたが、新たに現れる種を確認。 

⑦「藻類の培養」「タンクに現れた原生動物の単離・培養」【成果】藻類用培地調整を習得しユーグレナ・クロレラの 

高密度培養に成功。簡易培地でもユーグレナが培養可能なことを確認。原生動物の単離・培養を習得、単離に成功。 

学びの創意工夫

点 

・水田のように多くの生物が出てこない理由を考えた（担当者も）。観察の結果、植物プランクト

ンが非常に少ないことに気づき、急遽生クロレラを購入して投入した。 
・クロレラとユーグレナを自分たちで培養することに挑戦した。支援者からいただいた厳密な培 
地と入手と簡易培地を使い比較した。ユーグレナは簡易培地でも培養できることがわかった。 

・原生動物単離の際のコツをお互いで教えあって、全員が容易にできるようになった。 
河川教育を通じ

て見られた子ど

もの変容 

多くの小さな生物が発生してきて、それを仔稚魚が旺盛に摂食する様子を見て感動していた。そこ

から、水環境の小さな生物の多様性や食物連鎖について理解できた。実際の河川ではもっと複雑な

現象があるにもかかわらず安定していることへの疑問や多様な生物間の関係への興味が高まった。 
支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 
河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 
支援の概要 ・藻類培地の分譲・クロレラやユーグレナ株の分譲・魚類仔稚魚の初期飼料についての助言 

成果発表 
成果作品 発表方法 

口頭発表 大阪府高等学校生物研究会生徒発表会 

今後の課題・展開 

・野外タンクで発生する生物の種数や密度は灌水期の水田に比べたらはるかに小さい。日当たり、土壌の量、肥料の

水温などで高められるかを実験で確かめたい。クロレラなどを培養し、微小動物を増やすことを生徒たちが行える

ようになったので、様々な希少魚の繁殖に取組みたい。微小動物の単離技術をいかし、保存株の種数を増やしたい。 



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

　

学
習
活
動
の
結
果

3.得られた成果
・当初の予測では、模擬一時水域でも水田のように多様な微小生物が現れると期待していたが、ごく少数の種しか現れなかった。し
かし、生徒たちは、土と水から色々な生き物が短時間で現れてくることに、大変興味関心を持つことができた。また、なぜ自然が再
現できなかったかを考えることができた。種数が貧弱でも、植物プランクトン≒原生動物→微小動物の遷移があるこは実感できた。
・生クロレラを投入するとワムシ・ミジンコの個体数が爆発的に増えた。このことは、光の不足で植物プランクトンが増えず、微小動
物の密度が低くなったという生徒たちの予測を支持する結果となり、生徒たちは考察し検証することの重要性を実感したと思われ
る。また、増えた微小動物を、希少魚仔稚魚がどんどん食べる様子に感動し、成長・生残率ともに高まることを確認できた。
・生クロレラは高価なため、ユーグレナとともに自分たちの手で培養を試みた。定量ピペットで微量元素を正確に混合することをすぐ
にマスターし、生徒たちが調整した培地で両種とも培養に成功した。学校で保存していつでも高密度化できるとの結果を得た。
・原生動物の単離は根気のいる作業であるが、手先の器用な工科高校の生徒なので、あっという間に全員が習得した。自分たちの
手で、１個体の生物を単離し、継続してその子孫を培養することに、非常に感動していた。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果
・河川環境に乏しい都会の学校でも。模擬一時的水域という小さな水環境で生物の生育や関係を観察することができた。さらに、それは自然に比べたら貧弱なものであったこ
　とから、河川という大きな場所では、非常にダイナミックなことが起こっていることを想像するには十分であった。
・養魚において仔魚の初期飼料が重要なことは水産学の常識であるが、実際に仔稚魚が旺盛にワムシやミジンコを食べる様子を見ることで、そのことが一瞬で伝わた。
・クロレラやユーグレナの培養、原生動物の単離は、生徒たちに小さな生き物でも必死で生きていることを感じさせることができ、命の大切さをで伝えることができた。自分で培
　養したり単離した生き物には愛着があるようで、自分たちから積極的に観察することができた。ここでも実際にやってみることの重要性を確信できた。
・模擬一時水域の再現性など、予想通り行かなかったことが多くあった。しかし、その都度、生徒たち・担当者ともに、その原因を色々と考え話し合うことができた。基本概念を
　理解していなければ、未知の現象の原因の解明が難しい分野が多いが、河川環境や生物ならば感覚的なことからも想像ができるメリットがあると思われる。
・河川教育は、様々な切り口があり非常に間口が広いことを実感した。教育的には、その広い間口のなかから生徒たちが関心を持ちやすい（生徒たちにとって敷居が低い）
　部分をうまく見つけることが重要であると思う。また、一つの切り口から様々な方向に広げることができ、知らぬ間に案外総合的かつ深くまで進めてしまうことも河川教育の
　の魅力である。担当者が年老いてから水の生き物にのめりこんだように、年齢に関係なく入り込める部分が多くあり、河川を題材に学ぶことは多様であることを再認識した。

2.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し、写真を添付してください。

様式14

河川教育　学習活動報告書【単学年】

1.助成事業名 模擬⼀時的⽔域における微⼩⽣物の出現・遷移の観察と再現可能性の検証 大阪府立今宮工科高等学校 2023-7211-012

河川－水路－水田系がのつながりと、そこにできる一時的水域が生物多

様性を育むことを理解し、模擬一時水域でも再現するか検証する。

・一時的水域とは何かを学びなぜそこが水生生物にとって重要であるかを深く考えた。

・室内水槽や野外タンクを利用して簡易一時水域をつくり、そこに現れる生き物を観察

し、出現までの時間差があることや個体密度が変動することを観察できた。

・模擬一時水域の出現生物が、自然な一時水域に比べ種類・密度ともに低い原因を考

察した。

河川－水路－水田

のつながりと、そこに

できる一時的水域の

特色の学習

【課題研究】

・担当者が事前に訪れ撮っ

た、河川－水路－水田の

つながりがわかる画像を見

て、先人が築きあげた巧み

な導水技術を学んだ。

・google-earthで上記の地

域の広域画像を見て、利水

だけでなく治水についても

様々な技術が施されている

ことを知った。

・一時的水域とはどのよう

なものか、なぜそこが生物

にとって重要であるかを、

担当者の説明・各種動画な

どを参考に学んだ。

関連教科：課題研究６時間 放課後の自主活動１０時間程度

模擬一時水域で希少魚の仔稚魚を育てる

・模擬一時水域での植物プランクトン量を増やすため、市販の生クロレラを投入してその後の変化を観察した。

・室内飼育の希少魚の行動を観察し、産卵期を予測した。

・希少魚の卵を模擬一時水域に移し替え、その後の発育過程を観察した。

関連教科：課題研究（9時間） 放課後の自主活動（9時間）

室内水槽や野外タンク

で模擬一時水域をつく

り、そこに現れる生き

物の観察

【課題研究】【放課後

のボランティア活動】
・水槽や野外のタンクに、

水田土壌や水生植物を入

れ注水して模擬一時水域

を構成した。

・模擬一時水域に現れた植

物プランクトン・原生動物・

微小動物を顕微鏡で観察

した。

模擬一時水域と自然

界の一時水域の潅水

初期の比較

【課題研究】【放課後

のボランティア活動】

・植物プランクトンと原生動

物はほぼ同時に出現して

きたが、ミジンコやホウネン

エビは数日遅れて出現す

ることがわかった。（自然界

でもほぼこの順序で出現）

・担当者から、潅水初期の

水田では、種類・量ともに

（模擬一時水域より）遥か

に多種多様で多くの生き物

が現れることを聞いた。

この原因を議論。

・光の量、土壌の量ではな

いかと考察。

（日当たりの悪い場所）

光の量が植物プランクトン

の発生を抑制したか、土壌

中の休眠体が少なかった

のではないか。

市販の生クロレラを模擬

一時水域に投入し、他生

物の種数が密度に影響が

でるかを観察

【課題研究】

・模擬一時水域の植物プランク

トンを人為的に増やすため市販

の生クロレラを投入することを

決め、どの商品が良いかを調

べた。

・購入した生クロレラを模擬一

時水域に投入し、その後の原

生動物や微小動物の種数や密

度を観察した。

・原生動物は変化がなかたった

たが、ワムシ・ミジンコは大増殖

した。ホウネンエビは数は増え

ないが、急速に成長し卵を持つ

ものが出てくることを観察した。

室内水槽で飼育中の

希少魚の産卵を事前

に予測した。

【課題研究】 【放課後

の自主活動】
・昨年生物部員が、継代飼

育を続けている希少魚の

産卵前に起こる特異な行

動を発見した。課題研究員

が生物部員に指導を受け

ながら、産卵時期を予測し

た。

・特異な行動が起こり、翌

日産卵を観察した。

希少魚の卵を模擬一

時水域に移動させ、そ

の後の様子を観察し

た。

【課題研究】 【放課後

の自主活動】
・卵を、生クロレラを投入し

た模擬一時水槽に移動さ

せた。

ふ化仔魚は3日後くらいか

ら、模擬一時水槽の何らか

の微小動物を食べているこ

とを観察した。ただ。水が

濁っているので、何を食べ

ているかはわからなかった。

・仔魚が8㎜程度に成長し

たら、ワムシはほとんどい

なくなり。ミジンコが優先し

た。稚魚がミジンコを活発

に食べることを観察した。

模擬一時水域を乾燥させ再度注水する

・模擬一時水域で成長した幼魚を室内水槽に移動し、水を縫いいて乾燥させた後、再度注水してどうような生

き

物が出現するかを観察した。

・クロレラを自分たちの手で培養することを試みた。

・原生動物の単離・培養の練習をした。

・この一年の結果をまとめ、大阪府高校生発表会と学校で下級生に対してプレゼンをした。

関連教科：課題研究（9時間）

模擬一時水域

を乾燥させ再注

水し、現れる生

物を観察した 。

【課題研究】
植物プランクトン、

原生動物、微小動

物とも種類・個体数

ともに非常に少な

かった。

また、同じような種

類はほとんど出ず、

大部分が異なる種

類だった。

この原因として、水

温が低くなり日射

時間も短くなったこ

とと、（もとの土壌

の）乾燥時間が短

かったためではな

いかと考察した。

クロレラとユーグレナの継

代培養技術を習得した。

【課題研究】
クロレラとユーグレナを、自らの

手で培養した。そのための培養

液の調整も練習し、皆ができる

ようになった。（厳密培養液と簡

易培養液の比較）

クロレラは厳密な培地でないと

増えなかったが、ユーグレナは

簡易培地でも増殖することがわ

かった。

また、培養したものを2か月間放

置後、ごく一部を新しい培養液

に入れたら、再度増殖したので

学校で保存し、必要な時に濃度

を高めることが可能であること

がわかった。

この一年のまとめ

と発表

【課題研究】
この一年間取り組んで

きたことをまとめて、ス

ライドを作成した。

また。その結果を大阪

府の学生発表会や学

校の下級生にプレゼン

を行った。
。

模擬一時水域に現れた

原生動物の単離・培養

【課題研究】
模擬一時水域に現れた、原

生動物を単離する練習を行い、

全員ができるようになった。

今回は簡便な「藁煮出し」培

地を利用したが、今後は最近

話題となっている整腸剤を培

地に使うことに挑戦する。

色々混じったな

かから一匹だ

けに



課題研究発表会

模擬一時水域と生物

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
課題研究発表を始めます



河川の考え方

https://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo
/explanation/index.html

国土交通省中部地方整備局より

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
淀川・大和川・・・それぞれ違う川ですが、淀川に流れ込む川例えば「神崎川」も淀川水系と言われます。
淡水魚のように川を通ってしか移動できない生き物は、同じ水系内は移動できますが、隣の水系には移動できません。
もともと繋がっていた川が分かれてしまうと、もともと同じだった種類が交流が無くなり、少しずつ遺伝子が異なってきます。
見た目は同じで同じ種であっても、違う水系に住んでいる魚は、人が人為的に交流させるのはダメだと言われています。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この魚は「カワバタモロコ」という日本固有種です。
昔は、琵琶湖や淀川の浅いところに行けば、たも網で一回すくいとると10匹も採れるほど沢山いました。
ところが外来魚の侵入で減少し、今では琵琶湖でも淀川でも完全に絶滅してしまったと言われています。
しかし、静岡県から九州北部まで細々とですが生息地があります。

この画像で、上は兵庫県に住んでいるもの、下は九州北部に住んでいるものです。
見た感じはほとんど同じに見えますが、大学の先生が遺伝子を調べたら両系統は400万年前に分かれてから交流していないことがわかりました。
別種になるほど十分な違いです。

この魚は、水田横の水路やため池といったところに住んでおり、梅雨で水が増水して今まで陸地であった部分が水につかってしまったようなところで産卵すると言われています。
このような場所、つまり水辺と陸地の間の、増水によっては川の一部となる場所を一時的水域と言います。
水田も、冬の間は水がありませんが田植えの頃に水が入ると水域になるので、一時的水域の一種です。

なぜ魚は一時的水域で産卵するかと言えば、「今まで水がなかったので水中に住む生き物がいないため卵や稚魚を食べられない」ことと「今まで陸地だった部分にミジンコやワムシなど魚の稚魚の餌になる生き物の耐久卵があり、水に浸かると一斉に孵化してきて、稚魚が出て来る頃に餌が沢山現れることになる」からです。


一時的水域は、フナやナマズ、ドジョウなどの産卵場所で



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このような場所が一時的水域です。

僕たちは、模擬的な一時的水域をつくって、そこに現れる生物の観察や模擬一時的水域での魚の飼育、現れた生物の単離培養などを行いました。




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さんは、このような風景を見たことは無いでしょうか。
水田に水を入れ、少しすると水面が緑の粉をまいたようになります。
この緑は実はほとんどが植物プランクトンのミドリムシです。
ミドリムシ、それ何？と思うかもしれませんが、これが最近話題の「ユーグレナ」です。



http://protist.i.hosei.ac.jp/index-J.html

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ミドリムシが大繁殖するのと同じころ、水面下では原生動物が発生します。
原生動物は、水を入れたらすぐに発生するバクテリア（目には見えない）を食べて増えます。
その少しあと、発生したミドリムシや植物プランクトンを食べるミジンコやホウネンエビが現れてきます。
さらに、バクテリアや藁の残りくずを食べる水生ミミズも発生します。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このように、田んぼの土に肥料や赤玉土を混ぜて、稲株や水生植物を植えて、模擬一時的水域をつくりました。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
水槽内にも模擬一時水域をつくり、水位変動（水替え）を行ったら、魚が産卵をしました。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
しばらくすると、水中に様々な原生動物が現れてきます。動きが速いので画像は撮れませんでしたが、ミジンコも出てきました。









プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このような原生動物やミジンコを先のすごく細いスポイトで一匹だけ吸い取ります。
それを、きれいな水を一滴たらした中に入れます。
そうすると、ゴミや他の原生動物が入らず、一匹だけ分離できます。
これを単離といいます。
もし、目的の生き物以外が入っていたら、もう一回吸い取り別の綺麗な水のなかに入れます。
これを繰り返して行くと、目的の生物一匹になります。
これをわらを煮た培養液に入れます。



これが細いピペット



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実験を始めたのが秋で水温が下がる時だったので、植物プランクトンが出てきませんでした。
そこで、人為的に植物プランクトン（ミドリムシとクロレラ）を培養することにしました。
水田ではあれだけ沢山出てくるのに、培養するとなるとこれだけ沢山の薬品が必要です。
ただ、それぞれはマイクログラム単位の少量です。
いちいち面倒くさいので、お互いが反応しない組み合わせの高濃度液を７種類作ります。
使う直前にこの7種類を、少しずつ水に入れます。

これは大変な作業なので、園芸用の液体肥料ハイポネクスを薄めたものを代用することもあります。
水は本来なら、純水という何も入っていないものを使うのですが、500mlで800円とか高いので、代わりにおいしい水を使うことにしました。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
定量ピペットでマイクロリットルずつはかって入れる。




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一週間でこれくらい増えます。





プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
二週間でこれくらい増えます。
ただこの場合は、密閉状態なので藻類の必要な二酸化炭素が不足して増えにくくなってしまいます。
同じ培地で、酸素を吹き込んで培養すれば、2週間でこれくらい濃くなります。



小
さ
い
点
は
ほ
と
ん
ど
が
ミ
ジ
ン
コ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
模擬一時水域にクロレラを入れたら、ミジンコは爆発的に増え、ホウネンエビは急激に成長しました。
ミジンコも沢山でてきましたが、顕微鏡下では動き回り画像に撮れませんでした。



まとめ

・模擬水田ではミドリムシは出現しなかった
・原生動物やミジンコ、水生ミミズは少し
出現した（春先の田圃のように湧出ない）

・原生動物」の単離は案外簡単にできたが、
培養はうまく行ったのは３種だけだった

・クロレラもミドリムシも培養できた。
クロレラは培養液の方が良く繁殖したが、
ミドリムシはハイポネクスでも増えた。

・ミドリムシを入れたらミジンコやホウネン
エビが出たが爆発的ではなかった

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まとめとしては次のようになりました。
あまりうまく行ったとは言えないが、原因として水温が下がる秋に実験を始めたことにあると思う。
来年は春から始めてほしい。



 

 

様式1６ 

〔学校部門〕 共通                                                               ［活動状況写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7211-012 
模擬一時的水域における微小生物の出現・遷移

の観察と再現可能性の検証 
大阪府立今宮工科高等学校 

 

 
学習活動名：模擬一時水域に現れた原生動物や微小動物 

の顕微鏡観察 
日 付 ：令和5年7月11日 
見られた子どもの姿： 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動名：乾燥後の模擬一時水槽への再注水準備 

日 付 ：令和5年10月17日 
見られた子どもの姿： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 

写   真 
 
 
 

 
 
 
 
 

写   真 
 
 
 

 

小さな模擬一時的水域に現れ

た原生動物や微小動物を、実体

顕微鏡で観察している生徒た

ち。 
生徒たちは、初等教育でミジン

コやゾウリムシについて習っ

ているので名前は知っていた。 
しかし、実際に顕微鏡を通して

観察するのは初めてで、わずか

な水田土壌から短時間で多く

の原生動物や微小動物が現れ、

それぞれが特徴的な動きをし

ている様子に驚き感動してい

た。 

模擬一時的水域のタンクをい

ったん乾燥させ、再注水する前

に有機肥料を混ぜている様子。 
 
一回目の注水で現れる生物が

少なかった理由として、水田の

ように肥料を入れていなかっ

たからでは？？とのアイデア

が生徒たちから出たため、再注

水時には肥料を入れることに

なった。 
発酵済みの骨粉や鶏糞である

が、やはり臭いがあるため、実

施担当者が混ぜることに。 
生徒たちは、液体肥料や化学肥

料しか知らないため、鶏糞が肥

料になることに驚いていた。 



 

 

学習活動名：クロレラやユーグレナ用培地の調整 
日 付 ：令和5年10月24日 
見られた子どもの姿： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動名：模擬一時水域に現れた原生動物や微小動物 
の単離の練習 

日 付 ：令和5年1１月24日 
見られた子どもの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

写   真 
 
 
 

購入した生クロレラを模擬一

時水域に投入したところワム

シやミジンコの密度が急激に

高まった。 
ただ市販の生クロレラは高価

でしかも３週間程度しか保存

できないため、学校で少量を継

代保存し好きな時に大量培養

できる態勢を構築することに

した。 
画像は、上から培地を調整して

いるところ。様々な薬品を少し

ずつ投入するため、マイクロピ

ペットを利用している。 
ごく少量を正確に吸引できる

マイクロピペットに驚いてい

た。生徒たちはすぐに確実に使

えるようになった。 
 
わずか一週間で、クロレラが高

密度になったことに驚いてい

た。特別に、スマホでの撮影を

許可した。 

 
 
 
 
 

写   真 
 
 
 

 
 
 
 
 

写   真 
 
 
 

 
 
 
 
 

写   真 
 
 
 

模擬一時的水域に現れた原生

動物や微小動物の単離練習を

行った。 
顕微鏡を見ながら、土壌や葉片

他の生物など様々なものが混

ざった一滴のなかから、狙った

原生動物や微小動物をピペッ

トで吸い取り、それを綺麗な水

を一滴垂らした所へ移す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注）写真は校外や学校・教室内での学習活動ごとに添付してください（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 

 
 
 
 
 

写   真 
 
 
 

 
 
 
 
 

写   真 
 
 
 

 
 
 
 
 

写   真 
 
 
 

 
 
 
 
 

写   真 
 
 
 

それでもまだ土壌や他の生物

が残るので、この作業を何度も

繰り返し、目的の原生動物や微

小動物が一匹しかない状態に

まで何度も繰り返す。 
大変根気のいる作業であるが、 
若く手先な器用な生徒たちは、

すぐに習得し、単離に成功し

た。また、生き物をよく見なが

ら作業するので、その生物の特

異的な運動に興味を持ってい

た。 

模擬一時的水域からピペットで一滴

吸いだしたものを顕微鏡で観察した

もの。ごみや他の生物が多数混じって

いる。赤丸が狙った生物。 

何度か洗浄を繰り返し、目的の生物が

一匹になった状態。 



 

 

様式１７ 

〔学校部門〕                                                                ［実施箇所位置図］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7211-012 
模擬一時的水域における微小生物の出現・遷移の観

察と再現可能性の検証 
大阪府立今宮工科高等学校 

 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  
箇  
所 

主な実施箇所    

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 
  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 
※活動場所が「子どもの水辺」、「水辺の楽校」に指定されている場合には、指定場所と名称を記載してくださ

い。 
白地図はクラフトマップ 

http://www.craftmap.box-i.net/ken.php 
    より 
 

活動場所 
 
大阪市西成区出城１－１－６ 
大阪府立今宮工科高等学校 
室内・校庭 

担当者が見学し、撮影した画

像や google‐earth で水路網

の構造を生徒たちに提示した

場所 
佐賀県佐賀市嘉瀬川水系 

担当者が見学し、撮影した画

像や google‐earth で水路網

の構造を生徒たちに提示した

場所 
佐賀県小城市六角川水系 
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